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推薦理由：  

これらの２編の連結した論文は, 地質学，変成岩岩石学および年代学的手法を駆使して，スリランカ

のハイランド岩体の超高温変成作用の年代を決定し，ゴンドワナ超大陸における位置づけについて議論

している。I では地質学および変成岩岩石学的手法を用いてハイランド岩体に産する複数の異なる岩相

の超高温変成岩類の温度圧力条件を推定し，マダガスカル南部（ラヌツァラ剪断帯以南），南インド（マ

ドゥライ岩体北部及び南部・トリバンドラム岩体），スリランカ（ハイランド岩体），東南極リュツォ・

ホルム岩体（スカーレングループ）の同様の岩相が示す温度圧力履歴と良い一致をすることを示した。

II では，これらの超高温変成岩類に含まれるジルコンの LA-ICP-MS による U-Pb 年代測定を行い，イン

ヘリテッド・コアの年代値および 2 段階の変成年代（約 620-580 Ma および約 565-520 Ma）を明らかに

した。こうして得られた変成条件および変成年代および原岩年代を，ゴンドワナ超大陸の構成メンバー

と考えられている前出の地質体と比較し，これらがエディアカラ紀～カンブリア紀のゴンドワナ超大陸

形成時に広域的な超高温変成作用を被った１つの変成帯であると提案したものである。このように，ス

リランカの超高温変成岩類の変成条件と年代決定にとどまらず，それをもとにゴンドワナ超大陸および

分裂した大陸塊との地史的関係を総括的に議論した力作であり，日本鉱物科学会論文賞候補として推薦

するにふさわしいと考えられる。 
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